



































(2) 太郎が花子ノコトを天才だ と 思っている
1.研究の流れと本稿の位置付け
まず， Kuno (1976)の研究について触れる必要がある。 Kuno(1976) 
では， (3 a)から (3b)が主語繰り上げ (SubjectRaising)によって
派生されるとしている。
(3) a.太郎が 〔花子が 馬鹿だ〕 と ，思っている


















































(8) a _太郎が花子を〔天才だ とJ J思っている
b.次郎も 花子を 〔そうJ J思っている
ここで， [""そう」がト節内の述語句部分だけを表しているのではないこ
とは，次の例により示される。
(9) a_ 太郎が花子が 〔天才だ〕と 思っている
b _ *次郎も 花子が 〔そう〕 思っている
c _ *次郎も 花子が 〔そう〕と 思っている
また， [""そう」が 1Pだけを表しているのではないことは，次の例によ
り明らかである。の
(10) a. 太郎が (IP花子が天才だ〕と ，思っている
認識動詞構文の構造と格
b. *次郎も 〔そう〕と ，思っている
(11) a. 太郎が花子を [IP t 天才だ〕と 思っている







まず， Muraki (1978)によると， rシカ」と「ナイ」は同節要素である
ことを要求する。例えば;
(12) a. [ラッコが貝を割る〕 ことが面白い
b. [ラ γコが貝を割る〕 ことシカ面白くナイ






(13) a. 太郎が 〔花子が可愛い〕と 思っている
b. 太郎が〔花子が横顔シカ 可愛くナイ〕と 思っている




(14) a.太郎が花子iを [ti 横顔が可愛い〕 と
d思っている
b.太郎が花子iを [tl 横顔シカ 可愛くナイ〕 と
思っている






































































b.太郎が [[五馬鹿だ〕とJj ひかる1を tj 考えている
(21 b)は (21a)から， IかきまぜJll)により派生されたものであるが，
(21 b)の二重下線を付した痕跡 (t，)は次の一般的な条件に違反する。


























(25) a. *太郎が 〔仇天才だ と〕花子iを思っている
b. 太郎が 〔仇天才だ と〕花子iノコトを思っている





の (a)文は認識動詞構文， (b)文は「ノコト」構文， (c)文と (d)
文はコントロール構造を持つ構文であるが， (a)文だけが非文法的であ
る。















(28) a. *太郎が花子を 〔あいつは天才だ〕と ，思った




















(31) a. あいつ ホントに僕ノコトゆそう思ってるのかな



















































7) 例えば， Kato (1985)。
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